
青森県水産増殖センター10年の歩み

津 幡 文 隆 1)

今度､青森県水産増殖センター業務概要10周年記念号を刊行するに当り､編集委員から当時所長だっ

た私に10年の歩みを書いて欲しいとの要望があった｡建設からの経過を記録にとどめておくことは､将

来このような施設をつくる場合に､何等かの参考になれば幸いと思い､お引受けした次第である｡

今こうして筆を執ってみると､月日の経つ事の早いことを痛感すると共に､10ケ年間の様々の思い出

が､走馬灯のように次から次へと頭の中に浮んでは消えて何から書き始めてよいやら､さんざん迷った

あげく､思い出すまま書き連ねて私の責を果したいと思 う｡この施設の建設及び運営にあたり､後述の

諸先生方始め多くの方々の御助言､御協力を頂いたことを､ここに改めて厚 く感謝の意を表する｡

Ⅰ 建 設 の 経 過

水産増殖センターの前身である陸奥湾水産増殖研究所で､ホタテガイ､アカガイの人工採苗試験を

取 り上げたのは､昭和37年 菅野 樽記氏2)がアカガイの人工産卵飼育を陸上水槽で行ったのが初めて

である.また､昭和38年 武田恵二氏ラ)菅野簿記氏によって､ホタテガイの陸上飼育､餌料培養試験

が行われた｡そして､昭和39年 私が所長に､伊藤進氏4)が主任研究員として東北大学より赴任した｡

当時行政の方では､ホタテガイ､アカガイ､アワビ漁業の安定化を目途に､沿岸漁業構造改善事業の

一環として､県営の種苗生産施設建設の事が円々構想 として考えられていた｡

1)行政 ･研究機関合同会議の開催

当時漁政課長であった塩田洋三氏より私に､種苗生産施設建設の話しがあったのは赴任後間もな

くであった｡こんな大事業を始めるには､関係者全員の納得が必要であるということで､漁政課で

は係長以上全員と陸奥湾水産増殖研究所職員殆ど全員とで合同会議が開かれた｡研究所としては､

技術的に着手したのは日が浅く､種苗生産を事業として実施に踏み切るには時機尚早との消極論と､

行政側の構造改善事業に乗 らぬと後々他県に遅れるばか りだという積極論が述べられた｡結論とし

て､研究所は､技術的にその可能性の検討を総力あげて進めることになった｡当時の考えとしては､

アワビは下北沿岸に天然種苗が豊富にあるので､種苗の必要性は他の2種に比べて低い｡従って､

他県の種苗生産技術を導入することによって対応しよう｡ホタテガイ､アカガイの人工種苗生産技

術の開発は､伊藤主任研究員を中心として努力し､その結果に基づいてどうするかを考えることに

なった｡
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註) 1) 現在 青森県水産部技術顧問

2) 〝 青森県水産部振興課増殖振興班長

3) 〝 青森県水産事務所普及課長

4) 〝 青森県水産増殖センター所長
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2) 先 進 地 視 察

他県の種苗生産施設の運営状況を調査す る必要があるとの事で､昭和40年 7月17日よ り昭和40年

7月25日まで下記の施設を視察 した｡

第 1表 見学施設及び参加者

見 学 施 設 参 加 者

i) 山口県種苗センター

ii)瀬戸円海栽培漁業センター

屋島事業所

玉島事業所

iii) 岡山県水産試験場

～)上 野 水 族 館

∨) 徳川生物研究所

vi)小糸工業株式会社

viD日本水産資源保護協会

viiD水 産 庁

漁政課長補佐 : 三浦 健一

係長 : 斉藤 健

技師 : 千葉 無

陸奥湾水産増殖研究所長 : 津幡 文隆

主任研究員 : 伊藤 進

建築課設備係長 : 川根 富士美

技師 : 小鹿 金逸

3) ホタテガイ､アカガイ等の貝類の人工採苗シンポジウムの開催

昭和39､40年は､研究所では､ホタテガイ､アカガイの人工採苗試験が熱心に行われた｡その成

果如何によってセシター建設に踏み切 るかどうかを決意することになっていたので､研究所の研究

者は真剣であった｡一応の試験結果がまとまったので､学識経験者の意見を聞く必要があるという

ことにな り､昭和40年 9月10日､青森市成虫 ･帰帆荘で､青森県 と日本水産資源保護協会の共催に

よる上記のシンポジウムが開かれた｡出席者は第 2表のとお りである0

話題提供 伊藤 進 : ホタテガイ､アカガイの人工採苗試験について

武田 恵二 : ホタテガイの陸上飼育試験について

菅野 樽記 : ホタテガイの投餌試験について

宇野 寛 : アワビの生態

座 長 ホタテガイ､アカガイ : 山本 善太郎教授

アワビ関係 : 今井 丈夫教授
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第 2表 貝簸人工採苗に関するシンポジュームの出席者名簿

ノ4-

■ヽ.

T

所 属 職 名 氏

名東 北 大 学 教 授

今 井 丈 夫山 形 大 学 ■ 〝 .,

山 本 護 太 郎東 京 水産 大学

助 教~ 授 宇 野 寛東北区水産

研究所 技 官 菅一 野 尚日本水産資源保護協会 専 務 理 事 手 塚 多 善 雄

秋田県水産試験場 技 師

竹 内 健山形県水産試験場 〟

山 洞 仁岩手県水産試験場 増

殖 部 長 広 瀬 敏 夫函館水産試験場 技 師 有

馬 健 _青森県水産試験場 〟 長 峰 良 典

〟 〟 斉 藤 重 男

青森県陸奥湾水産増殖研究所 所 声 津 幡 文 虚

〟 主 任 研 究 員 伊 藤 進〟 技 師 菅 野 痔 記

〟 〟 武 田 恵〟 係 長 木 文 興

青森県水産商工部

部 長 ･棟 万 久 爾〟 次 長

塩 田 悌〝 漁政課 課 長 塩 田 洋

一〟 課 長 補 佐

浦 健〟 係 長

斉 藤 健寿森県水産商工部漁政課 技 師 佐 藤 佐

七〟 〟

長 谷 川 寿 _〟
〟 千 葉 照

〟 主 事 楠 美 富 士 夫〟 技 師 補 中 村 裕 憲′′ 沿岸漁業改良普及員 秋

山 俊 孝〟 〟 村 山 幸〟 〟 豊 川 毅〟 〟 関 野 哲 雄〟 〟

佐 々 木 鉄 郎討議の過程において､今井教授よ り ｢貝類のこのような施設をつ くることは､粒界にも

類がないので､非常に意義のあることである｡是非完成 させて欲 しい｡人工採苗を進めるとした場合

､企業化 までには､少な くとも10年位の年限を要すると考えている｡ 3- 5年位では､採算がとれる

とは期待 し



る施設を持ち､その他に､陸奥湾水産増殖研究所時代からの仕事 も合せ持つ機関とすることに決定

した｡

そして､昭和40年11月 4日､種苗センター建設について､知事説明が行われた｡

4)場 所 の 決 定

種苗センター建設に当っての大 きな問題は､場所をどこにするかということであった｡シンポジ

ウム出席の先生方に委員になって頂 き､陸奥湾円を数回に亘って視察した｡海水のきれいな､河川

の影響 も少なく､将来工業都市廃水の影響が少ないと考えられ､かつ職員の生活に便利な場所を探

した｡委員の万々の意見で､平内町茂浦に決定した｡このように､全 く技術的な立場から場所を選

定出来たのは､委員の先生方の御力添えと塩田漁政課長の決断によるものである｡

昭和40年､漁政課の万では､土地買収､整地､更には茂浦部落よ り予定地までの道路の建設 も始

められた｡漁政課 佐藤佐七氏が､地耐力調査中､淡水の自噴する所を見つけたのは､茂浦の候補

地としての評価を高めた｡

5)温度調節装置の設計審査

前述のように､ホタテガイ 110万個､アカガイ 160万個､アワビ 60万個の種苗生産が出来

る施設を持ち､これ らの種苗生産を行い､その上従来研究所でやってきた水産動植物の増養殖技術

の開発を図るという考えを基に､施設全体の基本設計に取 り掛 った｡

水産種苗センターの施設の中で､最 も重要な部分は海水温度制御装置である｡ホタテガイ､アカ

ガイ等の貝類の幼生飼育には､水温の変動が大きな影響を持つ と考えられたので､温度調節には､

特に重大な関心が もたれた.そのため水槽を 2重構造にするなどの考慮が払われた｡

この装置は､温度設定の際の変動幅が土 1- 2℃以下が必要であると考えられ､非常に精巧であ

ると同時に､種苗の量産 ということか ら大量の海水を必要とするため大規模な装置が必要であった

が､当時この種の装置は製作 されたことがなかった｡素案をもって､ 5つの事業会社に円容を説明

し､構想､設計､見積 りを出して頂 き､温度調節､生物環境調節の権威者をもって組織 されている
∫

｢日本生物環境調節研究会｣に依頼し､同会よ り推薦された下記の 6名の方々にこれ らの審査をお

願いした｡

第 3表 審 査 委 員

所 属 職 名 氏

名東北大学農学部 教 授

今 井 丈 夫国立遺伝学研究所 変 異 遺 伝

部長 松 村 浩文 部省大学学術局

科 学 官 宮 山 平 八 郎東北大学農

学部 助 教 授 尾 田 義 治香川大学農学部 助 教 授 井 上

裕 雄愛媛大学農学部 教 授 船 田 周昭和41年 7月19日説明会､同年 7月20日検討会を行い､最 も適当と判断された小糸工業株式



に決定した｡

6)先 発 隊 の派遣

昭和41年より､本工事が始まり､昭和43年 3月に完成 した｡

その完成に先立 ち､諸施設が出来上るに従って､昭和43年度より直ちに種苗生産を実施するよう

にとの､行政からの強い要望があって､そのため､先発隊を編成 し､出発 させることになった｡

先発隊員は次の通 りである｡

昭和42年 8月 須藤 潔

j

Jir

▼■

昭和42年12月 伊藤 進､小川 弘毅､青山 宝蔵､松田 勇治
5)

昭和43年 3月 横山 勝幸

今でも強 く印象に残っているのは､昭和42年12月～43年 3月の冬のことである｡稀に見る大雪で､

私が先発隊の様子を見に行った時､隊員は研修合に寝泊 りし､交代で炊事をやっていた｡朝､目を

覚すと､兵先にやることは､雪をかいて道をつ くることである｡研究施設､今の渡 り廊下の屋根ま

ですっぽ り雪が降 り積っていた｡それを皆で扉の所を掘 り起 して､雪の階段をつ くり､扉を開けて

円に入るような状態であった｡又､小川氏の私用車が県道の雪だまりに埋 り､どうすることも出来

ず､春までそのままにして置かざるを得なかったのも､この時の忘れられぬ思い出の一つである.

その後11年になるが､あんなに屋根まで埋るような大雪には逢ったことがない｡先発隊の御苦労の

一端を記 して感謝の意を表したい｡

2) 3) 4)

Ⅱ 施 設 の 完 成

昭和43年 3月に施設は完成 した｡総工事費 1億 9,500万円で､当時としては､予算額では全国でも

肩を並べるものがなく､.設計や工事の請負方法 も独創的で画期的なものであったと自負している｡現

在では､これに勝るす ぐれた施設が各県に出来たが､これ らの建設に当って､この施設は参考になっ

た点 も功績の一つと数えられよう｡

建設当時の施設及び主要機器の概要は､第 1図､第 4表に示す通 りである｡

註) 1)現在 青森県水産部水産課勤務

2) 〝 〝 振興課 〝

3) 〝 青森県鯵ヶ沢地方水産業改良普及所勤務

4) 〝 青森県水産増殖センター勤務

5) 〝 〟
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第 1図 建 設 当時 の施 設

敷 地 総 面 積

(彰 本

㊥ 研 修

⑨ 機 械 準 備④

飼 育⑥ 培 養 11.678

m2館 591･1m2 ⑨ クリー

ニングタワー土屋堅塁hiiiJ野望

Eコ舎野望Fコ⑥ 作 業 舎

兼 倉 庫⑦ 淡 水 ポ ン プ 室

㊥ 海 水 ポ ン プ 室 20

2･5m2 ⑲ 海 水 ろ 過

槽325･Om2 ⑪ 海 水 貯 水 槽

528･8m2 ⑲ 屋 外 飼 育 水 槽

172.2

m2213.8m2

1

9.1m219.4〝ヂ
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第 4表 主要機器 と能力

○海 水 ポ ン プ瑞 ベシロン製 15kw 1,4002/minX20m

｡ 海 水 ポ ン プ 塩 ビ 製 7.5kw 4202/minX20m
■▼

○淡 水 ポ ン プ 鉄 製 3.7kw 2502/minX30m

o ェアーコンプレッサー 3.75kw 7.252/ min

p海水温度制御装置 (アクア トロン )

2台

2台

2台

2台

i

ij =

17

T

温水ボイラー B重油 全自動

チー リングユニ ット 11kw

チー リングユニ ット 3.75kw

操 作 盤

監 視 盤

記録警報装置

134,400kca /Hr

32,700kca /Hr

10,000kca /Hr

2台

2台

1台

1式

1式

1式

室 名 型 式 温 度 範

囲採卵室 :室 温 ー:注入温海水:注入冷海水飼育宴 :注入温海水:飼育水槽保温原種培養室 :室 温中間培養室 :室 温大量培養室 :室 温 シーズンマスターチタンプレー ト熱交換器〟〟ポリカーボネイトパイプ付 2重水槽 :ルーム .クーラーパ ッケージ型空調機ポリカーボネイトパイプ 付 2重水槽 13-26j=2℃13-26j=1℃ (1ton)5-18土 loC(1ton)15-27土 1℃ (3ton)15-27_土 1℃ (0.6ton水槽 120面)20土2℃20土2℃20士2℃



Ⅲ 発足後の うつ りかあ り

いよいよ､昭和43年 4月か ら､従来の陸奥湾水産増殖研究所は廃止 され､新 しく青森県水産増殖セ

ンターとして発足することになった｡名称は種苗センターとすべきだとの意見もあったが､種苗生産

だけをする役所 というイメージが強 くな りす ぎるというので､水産増殖センターと決定 した.仕事は

前述のように､沿岸漁業特に浅海増養殖の振興を目途 として､水産動植物の増養殖に関する調査研究

指導と種苗生産である｡発足当初は､陸奥湾だけを調査対象水域 としていたが､翌昭和44年機構改革

を行い､青森県沿岸全海域を対象とすることになった｡

以後10年間の うつ りかわ りを各項目について述べてみる｡

1)人 員

第 5表に示すように､総人員は､10年間に多い時で43名､少い時で40名 と大 きい変化は見られな

いが､定数円職員は､昭和43年に25名だったのが37名に増加 し､特に､役付職員､部長､主任研究

員が増加 し､年と共に充実してきていると考えられる｡

第 5表 職名別 人 員 表

由 所良 吹長 研理 塞( 主 主( 主 技節 技 運 船長 甲 磯 用 小計 臨 ノ∠仁ゝコ計 備 考名年 ⊂:コ究貝管告 長部●部長 任研究 主任 事 節 転技舵 I板 関 務 時職皮 長) 員 事)

捕 捕 Ej貝 ⊂=1貝 負 ⊂:::コ貝 ⊂:コ貝昭和43年 1 1 1 (3) 1 上 1 1 ll 2 11 1 1 1 2 25

16 41 研究管理員が調査課長兼務44 1 1 (3

) 1 1 13 1 1 23 17 4045 1 1 (3) 1 1 12 1 1 24 16

4046 1 1 (3) 1 1 1 14 1 1

1 26 15 4147 1 1 (3) 3

(1) 1 12 2 1 1 27 14 4148 1 1 (4) 4 (1)1 15 1

1 30 13 4349 1 1 5 4 (1)1 14 1 3 34

9 4350 1 (1) 4 4 2 14 1 1 1 4 34 8

4251 1 6 4 2 13 1 1 4 35 8

4352 1 1 6 4 2 13 1 1 1 6 37 4 4

1註)カッコ内



第 6表 円部機構の変遷

年 度 内 部 機 構 特

長昭和43年度 総務琴 1)研究管理員は､研究面

での総括〝 44 〝 調査課 2) 調査課は､増養殖技術の開発､

主として野外調〝 45 〝昭和46年度 所 長 研

究管理員 査を担当生産課･総務課所長⊥研究管理員{ 霊宝芸総務課 3) 生産課は､主として

室内での貝

類の種苗生産を担当1) 分担事

務を対象生物によって区分した〝 47〝昭和48年度昭和49年度 2)魚貝課

は､魚貝類の野外調査及び種苗生産3) 海草課は

､海草類及びこれに関連する生物 (ウこ

､アワビ)についての調査及び種苗生産1)魚貝課を魚類と貝類に

分離し､新たに調査課の魚類課 新設所長 研究管理員 芸書芸

2)魚類課...魚類その他水産動物Q

j調査研究貝類課-貝類についての調査研究

調査課総務室 海草課-海草類につい

ての調査研究調査課-漁

場環境についての調査研究1) 研究管理監への格上げ〝 50 〟昭 和51年 度 魚類部所長 研究管理監 貝類部海草部調査部総 務 室 2) 室､部制に改めだ'

1)次長制の設置〝 52 〝 漁 場 部 2) 調査部を漁場部と攻めた所長 一 次長 はたてがい部

貝 類 部魚 類 部海 草 部 3)貝類

部を､はたてがい部と貝類部に分

離したo即ち､はたてがい部が新設されたI7p 3)予 算 関 係予算総街は､昭和43年度には4

,920万円であったのが､10年後の昭和52年度には26,538万円で､およそ 5倍に

なっている｡その中人件費が､毎年50%以上を占め､試験研究費､種苗生産事業費は船籍の伸び

に比して大きく伸びていない｡しかし､国庫補助事業､国庫委託事業は､漁政課で予算化して令達したものを含んで大きく伸びて､昭和43年度には401万円だったのが､52年度に



第 7表 年 次 別 予 算 敬
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項目年度総 額 人 件 費 一般管理費 船 船 運 航管 .理 費 施設整備費 試験研究費(県 単 ) 種苗生産事業費 (県単 ) 国 補国 委 事 業 備 考金 額 % 金 敬 % 金 額 % サ金 額 % 金 額

% 金 額 % 金 額 % 金 額 %昭 和43年度444546474849505152 48,20650,18067,65978,83893,544119,965171,675188,119212,003265,389 100100100100100100100100100100 24,91028,03138,22947,34656,68671,196101,152114,089126,710141,939 50.655.956.560.060.659.358.960.659.853.5 瓦2545,3372,3156,0663,8022,02812.97212,52219,46620,602 10.710.63.47.74.11.77.66.79.27.8 6181.0996582.4192,6244,8908,2321,842 1.01.41.02.01.52.63.90.7 4,4332,065Qr3,8412,2005,6925,8213,5973,6101,20022,976 9.04.15.72.86.14.92.11.91.08.7 3,0922,9584,2056,7208,8317,6336,2024,7458,7606,622 6.35.96.28.59.46.43.62.54.12.5 7,4989,23714,47210,0217,6349,517ll,04415,006ll,27012,712 15.218.421.412.78.27.96.48.0･5.34.8 4,0192,5523,9795,38610,24121,35134,08433,25736,36558,696 8.25.05.96.810.917.819.917.717.222.1

註) 1. 国補､国委事業はセンターで予算化したもの及び漁政課で予算化 し令達したものの

合計2
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4)事業 実 施状況

10年間の事業の実施状況を説明する前に､水産業をとりまく社会情勢について一言ふれておきた

い｡

戦後における我が国の漁業は tt沿岸から沖合へ､沖合から遠洋へ"という政策に支援され､漁業
l▼

技術の発達､漁拷装備の充実と相侯って飛躍的に発達 してきた｡中でも昭和30年代後半の ｢国民所得

倍増計画｣｢全国総合開発計画｣による工業振興政策は､消費者の所得が伸長し､食糧消費生活が高

級化 し､魚類等水産物への消費噂好も中高級魚､加工品に傾 き､所謂高度経済成長時代の波にのっ

て､漁業生産 も大いに伸長した｡

しかし､昭和48年10月､中東紛争を契機とした石油ショックは､狂乱物価という異常な経済の様

相を見るに至った｡漁業においては､漁業用資材の高騰､漁業用重油の不足等大きな危機に直面し

た｡

更に､昭和52年には､米ソその他の諸国の 200浬漁業専管水域設定は､沖合､遠洋漁業に壊滅的

打撃をあたえ､今や沿岸漁業の見直しが最大の急務となっている｡

このような情勢を背景に､水産増殖センターは､沿岸漁業特に浅海増養殖の振興を目途として､

この10年間諸事業を実施して来た｡どのような事業を行って釆たかについては､第 8表に示すとお

りであるが､研究内容のとりまとめについては､いづれ稿を攻めて述べたいと考えている｡

特に､この10年観印象の深かったホタテガイその他について簡単に述べてみたい｡

(1) ホ タ テ ガ イ

発足当時は､ホタテガイの安定生産は､種苗の安定供給にあるということで､天然採苗､人工

採苗に重点をおいて研究が行われた｡青森市奥円の工藤豊作氏考案による玉葱袋を杉の葉にかぶ

せる付着器が湾円で広 く用いられるようになって､大量 (億単位 )に採苗出来るようになった｡＼
これは付着器の改良ということばか りでなく､水産業改良普及員､漁業研究会､センターの 3者

一体となったホタテガイラーバ調査体制の活動､改良普及所､センターで刊行しているホタテガ

イ採苗情報も大いに役立っていると思う｡このようなラーバ調査体制は全国にも珍らしいものと

考えている｡

それ以後昭和49年頃までは､ホタテガイ椎貝は大量に採苗出来るようになって､漁業者は適地

に地まき放流して来たのであるが､余 り大量にや りすぎて､成長の劣化を来し､その結果漸次垂

下養殖に廻される椎貝が多くなり､ ｢100億円産業樹立｣を合い言葉に増産の道をひたすら進ん

で行った｡その当時センターの調査の重点は､ホタテガイ現存華 (密度 )と成長との関係､害虫

防除 (ポリドラ､フクロムシ)､小規模に発生する-い死原因の究明､地まき漁場を拡大する浅

海漁場開発の問題がとり上げられていた｡この時はホタテガイ漁業は多少問題はあっても噸調に

伸長していた｡水産増殖センターが､ホタテガイの栽培漁業に寄与したということで､昭和47年

1月 河北文化賞､同年 2月 青森県表彰､翌48年12月 東奥賞を受賞したのはこの時代である｡

昭和47年から4ケ年計画で､陸奥湾漁業開発基本計画調査が実施され､その報告会の席上､陸奥

湾の開発の中心はホタテガイであるが､一体どの位生産出来るかが大きな問題で活発な論議が行

われた｡

昭和50年夏泊半島西側に発生 したホタテガイの大量へい死は､ 2- 3年で全湾に広が り､漁民

の死活問題と騒がれるようになった｡その原因については､国の調査団の提言があり､センター
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の調査の結果､種苗､管理技術､密殖であることが実証されつゝあるが､これを如何にして漁民

に徹底させるかが､今後の問題である｡

昭和47年太平洋三沢沖にホタテガイの異常発生したことがあり､こゝをホタテガイ漁場として

開発する計画があり､一万陸奥湾のホタテガイ生産に限界があることが分ったこともあって､外

海に漁場を求めて､日本海､太平洋､津軽海峡で調査研究が行われつゝある｡

(21コンプ､ウニ､アワビ､ホッキガイ

本県は､日本海､太平洋､津軽海峡と3万海に面し､漁場に恵まれている｡将来共に外海の増

殖の対象生物は､コンプ､アワビ､ウニで､太平洋の一部ではホッキガイであろう｡昭和47年よ

り低生産性の砂浜の活用ということで､コンプ礁を造成し､コンプの隔年豊凶を緩和すると共に

アワビ､ウニの生産 も合わせて行う ｢大規模増殖場漁場造成事業｣が始まり､今別地区､石持地

区､大間地区の 3ヶ所で現在調査及び事業が進行している｡更にアワビ､ウニなどの ｢幼椎仔保

育場造成事業｣ も今後の課題となっている｡ホッキガイについては､八戸工業港円に発生する椎

貝の発生機構及びその放流効果について調査が行なわれている｡

(31魚 類

第 8表に示すように､昭和45年より引続いて栽培漁業関連調査として､海産魚類の種苗生産､

陸奥湾産魚類の資源､生態､ニジマス､ヒメマスその他海産魚類の著養殖試験が行われてきた｡

その後サケの人工筋化及稚魚の海中飼育放流が行われ､今後この面での調査研究が重要視 される

ものと思われる｡

(4)水 温 の 予 測

昭和47年に始まった ｢陸奥湾漁業開発基本計画調査｣の際設置したロボットブイによる海況観

測データは､コンピューターで解析が行われているが､ 1つの湾に5基 ももっている所は全国で

も少ないのではなかろうか｡これがホタテガイの採苗予想､養殖管理､環境監視などに役立って

いるばか りでなく､このデータの解析と漁況の調査により､水温の予測､ひいては漁況の予想 も

しようと調査研究が進められている｡

Ⅳ む す び .

以上水産増殖センター10年の歩みの概略を述べたのであるが､センター職員の地道な研究と努力､

諸大学の先生方､国立水産研究所の方々の懇切なる御指導､行政､業界の熱烈な御支援によって､今

日の水産増殖センターが築かれたと思うのである｡しかし前途には解決しなければならない問題が山

積されている｡今迄継続実施してきた研究を更に推進すると共に､未着手の問題についても､大いに

意欲を燃して更に一層頑張って頂きたいと思 う｡

最後に､水産増殖センター職員の研究努力が実を結んで､水産増殖センターが益々発展されると共

に､職員皆様の御健康をお祈 りして､むすびとしたい｡
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第 8表 年度別事業実施結果

年 度昭和43年度 44 45 46 47 48 49 50

51

52事業名1. ホタテガイ増養殖に関する研究 ○○ ○○ ○ 〇 〇〇 〇 〇〇〇 ○○i○

〇〇〇

〇 ○○ ○○

① 天 然 採 苗 試 験天 然 採 苗 予 報

調 査 (改題 )(参 中 間

育 成 試 験 ○○

③ 垂 下 養 殖 試 験 ○ ○④ 早 期 放 苗 試

験 ○ ○⑨ 害 虫 防 除 試 験 〇〇〇 ○∃

ll⑥ ホタテガイの現存量 (密度 )と成長について

○○⑦ ホタテガイの寄生虫 t

tフクロムシ"の生態調査 ○ ○@

浅 海 漁 場 開 発 調 査 ○ ○⑨ ホタテ

ガイ漁場管理技術確立調査 ○⑲ 三沢

沖ホタテガイ異常発生調査 ○⑪ ホタテガイ異

常へい死実態調査 (成貝､椎貝 )⑲ ホタテガイ異常へい死対策試験

○ ○⑲ ホタテガイ養殖調査事業

○○ ○○- ホタテガイ健苗育成試験 -⑲ 陸奥

湾西湾におけるホタテガイ自然発生調査⑯ 三沢沖ホタテガイ資源調査 (成育状況調査 )

○ ○⑲ 貝類漁場適正利用技術開発研究

○ ○- ホタテガ

イ養殖漁場利用技術研究 -㊥ 奥円地先に

おける浮蒋幼生出現状況と付着椎貝の関係

⑲ ホタテガイ椎貝に与える浮泥の影響調査⑲ ホ

タテガイ桁網の漁獲効率試験 ○ ○⑳

佐井村今滝沖におけるホタテガイ異常発生調査㊥ 脇野沢村小沢地先のホタテガイ漁場調査 ○



年 度昭和43 44年度 喜 45 46 47 48 49 501 5

1 5

2事 業 名@ 平内町清水川地先へ移殖 された北海道産ホタテガ ili○lト1i1iI ○○○l ○○ i;旧事 圭iII

iIl1i

イ椎貝の成育状況について㊧ 陸奥横浜地先へ移殖された北海道産ホタ

テガイ椎貝の成育状況について

㊥ 沖合養殖保全施設々置事業効果調査㊧ 川内地先におけるホタテガイ

現存量と保護水面の水質､底質

の調査⑳ 横浜町有畑沖のホタテガイ調査㊥ 東田沢地先におけるホタテガイのフジツボ

､ポ リ ○○ドラによる被害状況調査⑳ 蟹田地先におけるホタテガイ地まき放流に関する

ii調査 ○ ‡‡i○

○也) 昭和45年度に異常発生したホタテガイ調査

○㊨ 青森市原別地先におけるホタテガイ放流適地調査 ○

㊨ 北海道噴火湾より移殖したホタテガイへい死状況

〇〇〇調査㊨ 陸奥湾

におけるホタテガイの成長およびボイル

歩留 りと化学成分の季節変化に

ついて㊨ 川円町葛沢川河口のホタテガイ調査

⑳ 外海二枚貝増養殖試験 ○㊨ 蓬田沖に自然発生したホタテガイ調査

○⑳ ホタテガイ椎貝の空中活

力試験 ○㊨ 十

三沖の漁場環境調査 ○○- ホタテガイの放流の適否について -㊨ ホタテガイ

砂はき試験㊨ 垂下養殖ホタテガイ異常-い

死実態調査㊨ 三沢沖タコ類のホタテガイ食害調査

○㊨ ホタテガイ養殖施設合理化試験 ○

㊨ 陸奥湾産ホタテガイの放射肋数について



i- 年 度昭和43年度 44 45 46 47 48 49 5

0 5

1 52事業名⑯ ホタテガイ桁網操業による浮泥発生状況の調査 ○○ ○ I〇

○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○㊨ ホタテガイ

の環境条件に対する耐忍試験 ○㊨ 三沢沖ホタテガイ異常発生漁場の底質と

底生々物 〇〇〇〇

について⑲ 大畑､岩屋間海域のホタテガイ放流適地調査⑳

ホタテガイ貝殻魚礁効果調査 ○○○㊥ ホタテ

ガイ左殻の表面形態と殻の肥厚度について

○㊨ むつ沖自然発生ホタテガイ資源調査

○㊨ 佐井村矢越地先地まき貝潜水調査

○㊨ ホタテガイの接着養殖について

○㊥ ホタテガイの収容密度について

○㊥ ホタテガイ垂下養殖資材

の検討 ○㊨ モデル養殖試験結果につ

いて ○㊥ モニター養殖試験結果について

○○

㊥ 海底魚田開発試験 (二枚貝の海底養殖 )2. アカガイの増養殖に関する研究

① 天 然 採 苗 試 験㊥ 養成試験 (海底養殖試験を含

む) ○ ○ 〇〇〇 O ○○ ○ ○③ 資 源 調 査 ○○ 〇〇〇 ○○④ 茂浦地先放流アカガイ追跡調査

㊥ 垂下養殖アカガイのへい死防止試験

○⑥ 沖館地先におけ

るアカガイ放流試験3. ホツキガイの増養殖に関する研究

① 人 工 採 苗 試 験@ 増 殖 試 験 ○③ 八戸､百石地

先のホツキガイ漁場調査④ 八戸､百石地先のホ



年 度昭和43 44年度 45 46 I47 48I 49 750

51

52事業名亘) 八戸沿岸ホ ツキガイ漁場の底生動物相 と底質につ O～ ○ 〇〇〇 ○ 〇〇〇 〇〇〇〇 〇〇〇

〇

〇 〇〇〇 〇〇〇いて@ 八戸

工業港およ

びその周辺におけるホツキガイ浮幼生調査@

八戸工業港およびその周辺のホツキガイ漁場調査⑲ 八戸工業港における生息状況調査4. 尾較

沼のマガキ採苗試験5

.アワビ増殖に関する研究① アワビ漁場開発調査

㊥ 尻屋地先のアワビ資源量調査 葛 〇

〇〇⑨ アワビ天然種苗

資源調査 l○○盲○1④ アワビ椎貝空中活力試験⑥ 人工採苗アワビの放

流試験㊥ 下前地先におけるアワビ生息状況調査

○⑦ 脇元地先におけるアワビ生息状況調査

○⑧ 風間浦お

よび階上地先のアワビ漁場調査 〇〇〇@ ア ワ ビ 増 殖 試 験⑲ 磯 根 資 源 調 査6. マポヤの人工

採苗試験7. マナマコ増殖試験 (生

態調査を含む )8. ウニ類の増殖に関す

る試験① キタムラサキウニの人工採苗試験
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52事 業 名10.甲殻類の増養殖に関する研究 ■○○ ○○ ○○ 〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇 〇〇 〇

〇〇 〇〇 〇 〇〇〇〇

〇① ホツカイエと

のふ出及び飼育試験㊥ 有用甲殻類増殖試験③ クルマエビ

中間育成試験ll.魚類の増養殖

に関する研究① 海産魚類種苗生産技術開発

試験㊥ 聞きとりによる生態調査 ○

○d③ 鮭鱒類海水養

殖試験④ 魚類海水養

殖試験㊥ ヒメマスの海水養殖試験㊥ 海産魚類蓄養殖試

験⑦ 日本海栽培漁業資源生態調査

(マガレイ種苗生産試験 )@ 太平洋北区栽培漁

業資源生態調査(陸奥湾におけるヒラメ.カレイ

類の資源生態調査 )㊥ 浅海域における増養殖漁場の開

発に関する総合研究(陸奥湾におけるヒラメ.カレイ類の標識放流

試験 )⑲ ヒラメ .カレイ類種苗生産試験

12.コンプ増養殖に関する研究① コンプ養殖試験 (人工採苗試験を含む)

㊥ コンプ苗まき増殖試験 ○ 〇〇

〇 〇〇〇 ○○iO③ 漁場改良

造成事業効果調査 (岩

礁爆破 ) ○④ 浅海城における増養殖漁場の開発に関する総合研

究 (アワビ海藻林 )㊥ 海底岩礁における藻場造成条件に関する研

究⑥ 藻場造成条件に関する研究⑦ 大規模増殖場開発事業調査 (海藻団地 )



年 度 昭和43年度 44 45 46 47 48 49 5

0 51

52′事 業 名13. ノ リ 養 殖 試 験14. ワ カ メ 養 殖 試 験15.種苗生産 に関す る研究 〇〇〇 】○!○】○ 〇〇〇 l〇〇〇 !〇I〇〇 ○○ !○○

〇〇〇 ○ ○.(む ホ タ テ

ガ イ@ ア カ ガ イ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

③ ア ワ ビ 〇〇〇 〇〇〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○④ フ ラ ン ス ガ キ 〇〇〇 ○○

○○ ○ I○○ 〇〇

〇〇 〇〇〇〇

〇〇〇〇 〇〇〇〇⑤ アカガイ幼生餌料生物の大量培養試験

⑥ 餌料生物大量

培養技術研究(各種餌料生物の二枚貝に

対する餌料効果試験 )16.漁魂環境に関する研究

① 定 期 海 洋 観 測@ 定 置 観 測

○ ○ ○ ○ 〇〇〇⑨ 青森市奥円地

先の鶏糞による漁場汚濁調査 ○④ 漁況海

況予報事業浅海定線調査⑥ 青函 トンネル工事

の影響の事前調査 ○○@ 昭和50年

夏期陸奥湾に発生した高水温について⑦ 平

館沖における潮流調査 ○⑧ 三沢市東方

海域生物環境調査 ○○

@ 冬期における陸奥湾々口部の海況について⑲ 陸奥湾の

水温予測について 〇〇〇⑪ 陸奥湾開発調

査 ○⑲ 下北原発地点海域温排水等影響調査 ○⑲ むつ小川原開発関連海域温排水等影響


